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１ 

 

 
 
 

駐
車
場
に
お
け
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
消
火
設
備
の
有
効
性
及
び
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
の
危
険
性
に

関
す
る
質
問
主
意
書 

 

諸
外
国
の
駐
車
場
に
お
け
る
消
火
設
備
の
状
況
及
び
「
衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
の

危
険
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
二
〇
四
第
一
〇
〇
号
）
」
（
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま

え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

駐
車
場
に
お
け
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
消
火
設
備
の
有
効
性
に
つ
い
て 

 

１ 

総
務
省
消
防
庁
に
お
い
て
、
令
和
元
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
特
殊
消
火
設
備
の
設
置
基
準
等
に
係

る
検
討
部
会
」
（
以
下
「
検
討
部
会
」
と
い
う
。
）
の
令
和
元
年
度
第
一
回
配
付
資
料
の
「
海
外
に
お
け
る
消
防
用
設
備

等
の
設
置
基
準
に
係
る
資
料
文
献
調
査
事
業
報
告
書
（
概
要
版
）
」
に
よ
れ
ば
、
米
国
で
は
、
消
火
設
備
の
設
置
要
件

は
、
Ｉ
Ｆ
Ｃ
（International 

Fire 
Code

）
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
消
火
設
備
の
具
体
的
な
技
術
基
準
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
基
準
は
、
全
米
防
火
協
会
（
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
が
発
行
す
る
技
術
基
準
を
参
照
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

米
国
以
外
の
国
に
お
い
て
も
、
法
令
等
を
策
定
す
る
際
に
、
消
火
設
備
の
設
置
要
件
や
技
術
基
準
に
つ
い
て
、
全
米
防

火
協
会
の
基
準
を
参
照
し
て
い
る
国
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
全
米
防
火
協
会
の
基
準
は
国
際
的
な
信
頼
度
が
高
い
と



 

２ 

 

推
察
さ
れ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
も
消
火
設
備
の
設
置
要
件
や
技
術
基
準
を
規
定
す
る
に
当
た
り
、
全
米
防
火
協
会
等
の

外
国
の
基
準
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
あ
る
か
。 

 

２ 

令
和
元
年
度
第
一
回
検
討
部
会
に
お
け
る
配
付
資
料
の
「
特
殊
消
火
設
備
に
お
け
る
現
行
基
準
の
整
理
」
に
よ
れ
ば
、

米
国
、
英
国
、
仏
国
及
び
韓
国
に
お
い
て
は
、
建
物
の
規
模
に
よ
る
設
置
基
準
の
差
は
あ
る
が
、
駐
車
場
に
通
常
設
置
さ

れ
る
消
火
設
備
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

ま
た
、
英
国
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
方
自
治
省
（
当
時
）
が
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九
年
に
駐
車
場
を
模
し
た
ス
ペ

ー
ス
に
三
台
の
車
を
並
べ
た
状
態
で
の
火
災
試
験
の
結
果
を
報
告
書
（Fire 

spread 
in 

car 
parks

–
BD2552

）
に
ま
と

め
て
い
る
。
報
告
書
に
よ
る
と
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
は
一
台
の
車
両
か
ら
隣
接
す
る
車
両
へ
の
延
焼
防
止
に
有
効
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

右
記
の
諸
外
国
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
は
一
定
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
駐
車
場
内
の
火
災
に
対
す
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
回
答
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

我
が
国
の
消
防
法
令
で
は
、
駐
車
場
へ
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
を
認
め
て
お
ら
ず
、
一
般
的
に
駐
車
場
に
設



 

３ 

 

置
す
る
消
火
設
備
と
し
て
は
泡
消
火
設
備
、
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
設
備
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
乗
用
車
の
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
等
の
引
火
性
液
体
（
消
防
法
危
険
物

第
四
類
）
の
火
災
の
消
火
に
水
を
使
用
す
る
と
、
む
し
ろ
火
災
を
広
げ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
と
推
察
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
は
、
前
述
の
英
国
の
報
告
書
で
延
焼
防
止
に
有
効
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
放
出
さ
れ
る
の
は
、
発
が
ん
性
が
疑
わ
れ
る
薬
剤
や
、
人
体
に
危
険
な
二
酸
化
炭
素
等
の
ガ
ス
で
は

な
く
人
体
に
安
全
な
常
温
の
水
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
定
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
、
人
体
に
も
安
全
な
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
設
備
を
駐
車
場
の
消
火
設
備
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
き
た
合
理
的
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

 
 
 

ま
た
、
前
述
の
「
特
殊
消
火
設
備
に
お
け
る
現
行
基
準
の
整
理
」
で
は
、
「
電
気
自
動
車
や
燃
料
電
池
自
動
車
等
の
普

及
や
自
動
車
に
求
め
ら
れ
る
安
全
基
準
の
変
化
等
に
よ
り
、
駐
車
場
に
お
い
て
大
量
に
ガ
ソ
リ
ン
等
の
燃
料
が
漏
れ
出

し
、
そ
れ
に
伴
い
火
災
が
発
生
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
、
駐
車
場
へ
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
を
認
め
る
な

ど
、
消
火
設
備
に
関
す
る
法
令
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
予
定
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

二 

二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
の
危
険
性
に
つ
い
て 



 

４ 

 

 
１ 

我
が
国
に
お
い
て
は
、
近
年
、
常
時
人
が
い
な
い
昇
降
機
等
の
機
械
装
置
に
よ
り
車
両
を
駐
車
さ
せ
る
構
造
の
駐
車
場

（
以
下
「
機
械
式
駐
車
場
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
（
以
下
「
二
酸
化
炭
素
消
火
設

備
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
死
傷
事
故
が
相
次
い
で
い
る
。 

 
 
 

機
械
式
駐
車
場
の
防
護
区
画
内
は
、
通
常
人
が
立
ち
入
る
こ
と
は
な
い
が
、
点
検
、
工
事
等
で
や
む
を
得
ず
人
が
立
ち

入
っ
た
こ
と
等
に
起
因
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
死
傷
事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
機
械
式
駐
車
場
に
二
酸
化
炭
素
消

火
設
備
を
設
置
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
講
じ
て
も
、
人
体
に
対
す
る
危
険
性
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
人
の
生
命
や
安
全
を
守
る
観
点
か
ら
は
、
機
械
式
駐
車
場
に
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
を
設
置
す

る
こ
と
自
体
適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

 

２ 

令
和
元
年
度
第
三
回
検
討
部
会
に
お
け
る
配
付
資
料
の
「
自
走
式
駐
車
場
に
設
置
さ
れ
る
消
火
設
備
の
検
討
」
及
び

「
駐
車
場
に
お
い
て
発
生
し
た
火
災
事
例
一
覧
」
に
お
い
て
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
三
十
年
ま
で
の
駐
車
場
等
に
お
け
る

火
災
事
例
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
不
活
性
ガ
ス
あ
る
い
は
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
設
備
が
設
置
さ
れ
て

い
た
機
械
式
立
体
駐
車
場
に
お
け
る
火
災
事
例
が
四
件
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
件
が
、
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備

が
設
置
さ
れ
て
い
る
事
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
例
は
、
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
を
手
動
起
動
さ
せ
た
も
の
の
、
セ
ン
サ
ー



 

５ 

 

が
異
常
を
感
知
し
た
た
め
作
動
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
政
府
は
答
弁
書
「
一
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
二
酸
化
炭

素
を
用
い
た
消
火
設
備
は
有
効
な
消
火
設
備
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
当
該
資
料
で
は
、
二
酸

化
炭
素
消
火
設
備
を
設
置
し
て
い
る
機
械
式
立
体
駐
車
場
に
お
け
る
火
災
事
例
の
報
告
が
十
年
間
で
一
件
と
い
う
中
で
、

そ
の
有
効
性
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
か
。 

 
 
 

ま
た
、
当
該
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
例
以
外
で
、
火
災
時
に
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
が
作
動
し
消
火
活
動
に
有
効

性
が
認
め
ら
れ
た
事
例
及
び
火
災
時
に
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
が
作
動
し
な
か
っ
た
事
例
に
つ
い
て
、
政
府
が
把
握
し
て

い
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
何
件
か
。 

 

３ 

米
国
に
お
け
る
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
12
（Standard 

on 
Carbon 

Dioxide 
Extinguishing 

Systems

）
で
は
、
既
設
を
含
め

た
全
て
の
全
域
放
出
方
式
の
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
及
び
一
部
の
局
所
放
出
方
式
の
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
に
つ
い
て

「
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
バ
ル
ブ
」
の
設
置
を
義
務
付
け
て
い
る
。
こ
の
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
バ
ル
ブ
は
、
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の

二
酸
化
炭
素
の
放
出
弁
を
閉
鎖
し
施
錠
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
防
護
区
画
内
へ
の
二
酸
化
炭
素
の
放
出
を
物
理
的

に
遮
断
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
防
護
区
画
内
に
お
い
て
点
検
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
工
事
等
を
行
う
人
々
を
危
険

か
ら
守
る
重
要
な
手
段
と
さ
れ
て
い
る
。
総
務
省
消
防
庁
が
平
成
九
年
に
発
出
し
た
「
安
全
対
策
上
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン



 

６ 

 

（
全
域
放
出
方
式
の
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
（
通
知
）
）
」
（
以
下
「
安
全
対
策

上
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
の
中
で
は
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
バ
ル
ブ
に
関
す
る
言
及
は
無
い
が
、
こ
れ
ま
で
総
務
省
消

防
庁
等
の
発
出
し
た
通
知
等
で
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
バ
ル
ブ
に
つ
い
て
、
言
及
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。 

 
 
 

ま
た
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
バ
ル
ブ
の
設
置
の
義
務
付
け
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
予
定
は
あ
る
か
、
政
府
の

見
解
を
伺
い
た
い
。 

 

４ 

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
令
及
び
安
全
対
策
上
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
お
い
て
、
半
年
に
一
回
の

機
器
点
検
及
び
年
一
回
の
総
合
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 

報
道
に
よ
る
と
、
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
建
物
に
つ
い
て
、
点
検
費
用
を
惜
し
む
等
の
理
由
に
よ

り
、
三
十
年
以
上
、
点
検
を
怠
り
続
け
て
い
る
事
例
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
政
府
は
、
二
酸
化
炭
素
消

火
設
備
の
点
検
に
つ
い
て
、
建
物
の
管
理
者
等
に
ど
の
よ
う
に
実
施
を
促
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
点
検
を
怠
る
建
物
の

管
理
者
等
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
の
か
、
回
答
さ
れ
た
い
。 

 
 
 

加
え
て
、
政
府
は
、
答
弁
書
「
二
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
消
火
設
備
の
技
術
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
必

要
な
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
安
全
上
の
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
回
の
事
故
を
踏
ま
え
、
安
全



 

７ 

 

対
策
の
徹
底
等
に
つ
い
て
注
意
喚
起
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
一
層
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
」
と
あ
る
。
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
に
よ
る
死
傷
事
故
が
相
次
い
だ
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
層
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、

設
備
の
点
検
強
化
を
促
す
た
め
、
何
ら
か
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
の
か
、
検
討
状
況
を
含
め
て
回
答
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


